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平和を願う巨大アート
今月の表紙

　高梁小学校グラウンドから見える壁画が約
30年振りに塗り替えられました。制作したの
は高梁城南高校美術部で、野生の動物と海中
の生き物で平和を表現しています。

●地域の力で防災を（Ｐ２～）
●復興に向けて（Ｐ６～）
●まちのできごと（P９）
●お知らせ（P10～）

主な内容



特
集

地
域
の
力
で
防
災
を

�

～
自
主
防
災
で
ま
ち
を
守
る
～

　
災
害
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
に
は
、「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」と
い
う『
自
助
』の
精
神
と
、

「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
『
共
助
』
の
精
神
が
非
常
に
重
要
で
す
。

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
際
は
、
自
主
防
災
組
織
や

民
生
委
員
、
福
祉
委
員
、
消
防
団
な
ど
が
率
先
し
て

安
否
確
認
や
避
難
所
設
営
に
あ
た
る
な
ど
、
地
域
に

よ
る
自
主
防
災
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
巨
瀬
町
の
取
り
組
み
な
ど
を
例
に
、
自
主

防
災
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問 
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務
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２
０
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地
域
内
の
安
全
点
検

　
　           

（
見
守
り
、
連
絡
体
制
）

○
危
険
箇
所
の
確
認

○
消
火
器
、
ロ
ー
プ
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど 

　
必
要
な
備
品
の
整
備

防
災
知
識
の
普
及
や
啓
発

○
講
習
会
の
開
催

○
行
政
へ
の
相
談　

防
災
訓
練
の
実
施

○
避
難
誘
導
訓
練

○
初
期
消
火
訓
練

○
応
急
救
護
訓
練

○
救
出
訓
練

○
情
報
収
集
伝
達
訓
練

○
給
食
給
水
訓
練

　
自
主
防
災
組
織
と
は
、
防
災
活
動
を

自
主
的
か
つ
組
織
的
に
行
う
た
め
に
、

行
政
区
な
ど
を
単
位
と
し
て
結
成
す
る

団
体
を
い
い
ま
す
。

　
大
規
模
災
害
の
直
後
は
交
通
網
や
通

信
網
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
混
乱

し
、
行
政
に
よ
る
救
出
や
支
援
が
行
き

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
消
防
や
警
察
、
自
衛
隊
な
ど
が
到

着
す
る
前
に
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し

て
避
難
誘
導
や
安
全
確
認
、
救
助
活
動

な
ど
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

役
割
を
担
う
の
が
自
主
防
災
組
織
で

す
。

　

市
で
は
、
17
団
体（
平
成
30
年
９
月

末
現
在
）が
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し

て
い
る
ほ
か
、
各
地
域
で
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
は
、「
自
分
た
ち

の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」

と
い
う
理
念
の

も
と
に
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

特集　地域の力で防災を

各
地
域
で
結
成

　
　
　「
自
主
防
災
組
織
」

自
主
防
災
組
織
の
活
動

○�

情
報
収
集
伝
達
活
動

○
初
期
消
火
活
動

○�

救
護
救
出
活
動

○
避
難
誘
導
活
動

○
給
食
給
水
活
動

平
常
時
の
活
動

災
害
時
の
活
動

対
象
事
業

①
自
主
防
災
組
織
新
規
設
置
補
助
…
新

し
く
組
織
を
設
置
し
た
と
き

②
防
災
訓
練
等
活
動
補
助
…
防
災
情
報

の
伝
達
や
避
難
誘
導
な
ど
災
害
を
想
定

し
た
訓
練
、
地
域
内
の
点
検
や
対
策
な

ど
の
活
動

③
防
災
資
機
材
整
備
補
助
…
地
域
内
で

の
一
時
的
な
避
難
を
想
定
し
た
備
蓄
、

応
急
的
な
災
害
対
策
に
要
す
る
資
機
材

の
購
入

補
助
金
額（
上
限
）

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
集
合
体
で

概
ね
50
世
帯
以
上
の
自
主
防
災
組
織

①�

自
主
防
災
組
織
新
規
設
置
…
10
万
円

②�

防
災
訓
練
等
活
動
…
３
万
円

（
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は

受
講
料
な
ど
を
加
算
）

③
防
災
資
機
材
整
備
…
10
万
円（
２
回

目
以
降
半
額
）

町
内
会
な
ど
の
単
位
で
20
世
帯
以
上
の

自
主
防
災
組
織

①�

自
主
防
災
組
織
新
規
設
置
…
３
万
円

②
防
災
訓
練
等
活
動
…
１
万
円

③
防
災
資
機
材
整
備
…
５
万
円（
２
回

目
以
降
半
額
）

自
主
防
災
組
織
の

活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す

 

台
風
24
号
が
市
内
を
襲
う

　

９
月
30
日
に
台
風
24
号
が
接
近
し
、

市
内
に
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

　
河
川
の
増
水
に
よ
り
国
道
１
８
０
号

や
３
１
３
号
な
ど
が
通
行
止
め
、
高
倉

町
田
井（
肉
谷
地
区
）で
は
道
路
に
土
砂

が
流
れ
込
み
通
行
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。

　
当
日
は
集
会
所
な
ど
へ
自
主
避
難
し

た
人
も
含
め
、
市
内
19
カ
所
の
避
難
所

に
午
後
９
時
時
点
で
最
大
１
８
３
人
が

避
難
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
道
施
設
の
取し
ゅ

水す
い

井せ
い

に
濁
り

が
発
生
し
、津
川
町
八
川
や
巨
瀬
町
で
は

10
月
６
日
ま
で
断
水
と
な
り
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
今

後
も
気
象
情
報
な
ど
に
注
意
し
て
早
め

の
行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

冠水した国道 180号

土砂が溜まった道路
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巨
瀬
町
で
は
、
２
月
９
日
を
「
防
災

の
日
」
と
定
め
て
毎
年
防
災
避
難
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
年
前
か
ら
始

ま
り
、
今
年
で
６
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
「
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
守
る
」「
地

域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る
」
を
防
災
目

標
に
、
巨
瀬
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

主
導
で
、
民
生
委
員
や
福
祉
委
員
が
中

心
と
な
り
地
域
防
災
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
地
域
で
の
防
災
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
巨
瀬
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
上
森

俊
典
さ
ん
と
野
口
史
郎
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

２
月
９
日
は
「
防
災
の
日
」

防
災
訓
練
の
新
た
な
試
み

防
災
福
祉
マ
ッ
プ

　
「
防
災
福
祉
マ
ッ
プ
」
と
は
、
各
集

会
所
で
の
防
災
訓
練
の
際
に
シ
ー
ル
を

貼
っ
た
地
図
を
巨
瀬
ま
ち
づ
く
り
推
進

委
員
会
で
デ
ー
タ
と
し
て
整
理
し
、
地

図
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

今
年
２
月
の
防
災
訓
練
時
に
作
成
し
た

巨
瀬
町
全
体
の
防
災
福
祉
マ
ッ
プ
が
、

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
際
に
は
被
害
箇

所
の
把
握
や
復
旧
の
優
先
順
位
に
大
変

役
立
ち
ま
し
た
。

　
防
災
福
祉
マ
ッ
プ
は
毎
年
訓
練
前
に

更
新
し
、
各
集
会
所
に
配
布
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

防災福祉マップに情報を記入

　
こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
訓
練
は
、
地

域
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
避
難
所
へ
の
避

難
や
食
糧
の
炊
き
出
し
、
講
話
な
ど
防

災
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

　
そ
の
中
で
、
今
年
は
「
大
雨
」
を
想

定
し
た
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま

　
災
害
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
２
月
９
日
が
平
日

で
も
訓
練
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
年
の
訓
練
は
平
日
の
開
催
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
宅
や
職
場
で
の
安
否

確
認
も
含
め
、
巨
瀬
町
民
の
約
半
数
に

あ
た
る
４
９
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
行
っ
て
き
た
防
災
訓

練
が
町
民
の
防
災
意
識
を
高
め
て
い
る

結
果
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

巨瀬地区社会福祉協議会 会長

上
うえもり

森 俊
としのり

典 さん

巨瀬まちづくり推進委員長

野
の ぐ ち

口 史
し ろ う

郎 さん

町
民
の
約
半
数
が
参
加

し
た
。　

　
訓
練
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
大
雨
に
よ
る
災
害
発
生
を
想
定
し
自

宅
か
ら
各
集
会
所（
町
内
21
カ
所
）へ
避

難
す
る
・
巨
瀬
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
食
糧
を
各

避
難
所
へ
届
け
る

②
各
集
会
所
へ
避
難
後
、
そ
の
場
所
が

避
難
場
所
と
し
て
適
切
か
ど
う
か
、
災

害
発
生
時
に
避
難
場
所
へ
行
く
の
と
自

宅
に
居
る
の
は
ど
ち
ら
が
安
全
か
、
避

難
所
付
近
で
道
路
が
通
れ
な
く
な
り
そ

う
な
箇
所
が
あ
る
か
な
ど
を
話
し
合
う

③
空
き
家
や
要
支
援
者
の
住
家
、
土
砂

崩
れ
な
ど
危
険
な
箇
所
を
②
と
併
せ
て

地
図
に
シ
ー
ル
を
貼
る

　
こ
の
訓
練
に
よ
っ
て
、
災
害
が
発
生

し
た
際
に
ど
の
よ
う
に
行
動
を
す
れ
ば

よ
い
か
を
話
し
合
い
、
個
人
や
地
域
で

の
対
応
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
で
得

た
情
報
に
よ
り
各
地
域
ご
と
の
「
防
災

福
祉
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
守
る

～
巨
瀬
町
の
取
り
組
み
～
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特集　地域の力で防災を

７
月
豪
雨
時
の
対
応

今
後
に
向
け
て

平成 30年７月豪雨時の様子を語る

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
時
の
断
水
の
際

は
、
１
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
へ
の
水
の

配
布
や
給
水
応
援
と
し
て
補
助
タ
ン
ク

を
設
置
す
る
な
ど
、
町
民
が
率
先
し
て

支
援
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
巨
瀬

町
の
防
災
目
標
で
あ
る
「
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
守
る
」「
地
域
の
こ
と
は
地
域

で
守
る
」
と
い
う
自
助
と
共
助
の
意
識

が
高
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
日
ご
ろ

の
取
り
組
み
の
成
果
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
町
民
の
避
難
も
、
今
年
行
っ
た
訓

練
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
宅
が
安
全
と
判
断
し
避
難

し
な
か
っ
た
世
帯
も
２
０
２
世
帯
あ
り

個
人
情
報
の
共
有
化
を
図
る

　
今
回
の
災
害
の
反
省
点
と
し
て
、
携

帯
電
話
が
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
か

ら
、
町
内
会
長
と
福
祉
委
員
の
携
帯
電

話
番
号
を
把
握
し
て
お
く
べ
き
だ
っ
た

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
要
支
援
者
の
自
宅
に
は
家
族

な
ど
緊
急
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
る

「
あ
ん
し
ん
メ
モ
」
を
置
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
近
所
の
支
援
者
も
記
載

し
て
お
け
ば
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
安
否

確
認
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

安
否
確
認
の
旗
を
配
布

　
今
年
度
は
巨
瀬
町
の
全
世
帯
に
「
安

否
確
認
の
旗
」を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に
自
宅
で
安

全
に
過
ご
し
て
い
る
人
が
黄
色
い
旗
を

家
の
前
に
掲
げ
る
こ
と
で
、
安
否
が
一

目
で
分
か
る
も
の
で
す
。

　
今
年
の
防
災
避
難
訓
練
で
は
、
町
民

の
安
否
確
認
完
了
ま
で
に
約
２
時
間
半

を
要
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
１
時
間
以

内
に
す
る
た
め
に
黄
色
い
旗
を
導
入
し

よ
り
実
践
的
な
訓
練
を

　

現
在
の
防
災
避
難
訓
練
は
、「
住
民

が
早
く
避
難
す
る
」
こ
と
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
被
害
状
況

の
把
握
や
情
報
の
共
有
、
避
難
所
な
ど

で
１
～
２
カ
月
間
生
活
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
、
ま
た
、
後
世
の
た
め
に

災
害
の
記
録
を
残
す
な
ど
、
災
害
発
生

後
を
想
定
し
た
訓
練
も
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に

備
え
て
、
よ
り
一
層
自
主
防
災
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
が
、
非
常
時
の
た
め
に
作
成
し

た
連
絡
網
や
民
生
委
員
の
「
一
人
も
見

逃
さ
な
い
運
動
」
で
作
成
し
た
要
支
援

者
リ
ス
ト
の
お
か
げ
で
ス
ム
ー
ズ
に
安

否
確
認
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
民
生
委
員
や
町
内
会
長

が
「
あ
ん
し
ん
メ
モ
一
覧
表
」
を
保
持

し
個
々
の
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
で
、　

安
否
確
認
に
加
え
避
難
を
速
や
か
に
行

う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
情
報

を
あ
る
程
度
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、「
個
人
情
報
の
共
有
化
」

を
新
た
な
目
標
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

ま
す
。
運
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
町

民
に
説
明
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。 黄色い安否確認の旗

あんしんメモ　表面

あんしんメモ　裏面
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高
梁
市
斎
場
は
平
成
30
年
７
月
豪
雨
の

浸
水
被
害
に
よ
り
施
設
の
機
能
が
停
止
し

た
た
め
、
葬
儀
お
よ
び
火
葬
業
務
が
で
き

な
い
状
況
で
す
。

　
現
在
、
10
月
末
の
業
務
再
開
を
目
指
し

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
復
旧
ま
で
し
ば

ら
く
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
梁
市
斎
場
の
復
旧
に
つ
い
て　
　
　
　
　

 

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み
や
現
状
、
支
援
制

度
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

復
興
に
向
け
て

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～　

第
2
回

　 区 　　　分 戸　数

土
砂
災
害

全　　　壊 9
大規模半壊 0
半　　　壊 5
半壊に至らない 40

小　　　計 54

浸
水
害

全　　　壊 50
大規模半壊 82
半　　　壊 186
半壊に至らない 126

小　　　計 444
　  合　　　計 498

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
住
家
被
害

に
つ
い
て
、
９
月
28
日
時
点
の
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
り
災
証
明
書
の
発
行
件
数
を

も
と
に
し
て
お
り
現
在
も
調
査
中
で
す
。

　
高
梁
市
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
（
住
家
被
害
）　　
　
　
　

 

道
路
維
持
管
理
作
業
報
奨
金

　
今
回
の
災
害
に
よ
り
２
回
目
の
作
業
が

で
き
な
か
っ
た
区
間
に
つ
い
て
、
報
奨
金

を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額

２
回
以
上
実
施
の
区
間

１
町
内
会
で
実
施
…
１
０
０
ｍ
当
た
り  

１
５
０
０
円

２
町
内
会
以
上
で
実
施
…
１
０
０
ｍ
当
た

り
２
０
０
０
円

１
回
の
み
実
施
の
区
間

１
町
内
会
で
実
施
…
１
０
０
ｍ
当
た
り  

７
５
０
円

２
町
内
会
以
上
で
実
施
…
１
０
０
ｍ
当
た

り
１
０
０
０
円

※
旧
高
梁
市
・
有
漢

町
の
市
道
は
建
設

課
、
農
林
道
は
農
林

課
、
成
羽
・
川
上
・

備
中
町
の
市
道
と
農

林
道
は
西
部
土
木
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
21
）０
２
３
２

　
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
２

　
西
部
土
木
事
務
所
☎（
45
）４
５
１
０

被
災
者
へ
の
支
援
制
度
な
ど

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
被
災
し
機
能
が

停
止
し
て
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
家
庭
ご
み
は
、
近
隣
市
町
の

ご
み
処
理
施
設
へ
運
搬
し
処
理
し
て
お

り
、
各
施
設
に
は
そ
の
地
域
内
の
ご
み
に

加
え
て
高
梁
市
の
ご
み
が
搬
入
さ
れ
る
た

め
、
通
常
時
よ
り
稼
動
時
間
を
要
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
も
の

は
資
源
収
集
品
と
し
て
排
出
す
る
な
ど
、

よ
り
一
層
の
ご
み
分
別
を
徹
底
し
燃
や
せ

る
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
８
月
か
ら
資
源
回
収
品
目
に
加

え
た
雑
紙（
包
装
紙
、
紙
袋
、
菓
子
箱
な

ど
）に
つ
い
て
も
、
紙
資
源
回
収
日
に
排

出
す
る
こ
と
で
燃
や
せ
る
ご
み
の
減
量
と

再
資
源
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
12
月

末
の
復
旧
予
定

で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

  

ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
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復興に向けて～平成 30年７月豪雨～

住
宅
取
得
助
成
事
業

　
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
が
住

宅
を
新
築
す
る
た
め
の
用
地
取
得
や
新
築

工
事
、
中
古
物
件
な
ど
を
購
入
す
る
場

合
、
現
行
制
度
の
要
件
を
緩
和
し
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合

①
15
歳
以
下
の
子
を
養
育
し
て
い
る
人

②
40
歳
以
下
の
人

※
年
齢
は
平
成
30
年
７
月
５
日
時
点　

緩
和
内
容　

①
過
去
に
助
成
金
を
受
け
て
い
る
場
合

住宅取得助成事業の内容
事業区分 助成金額

住宅新築

●用地取得
購入金額の１／10　交付限度額：100万円
※購入金額が200万円以上であるもの、取得から３年以内であるものに限る

●住宅新築（市内業者施工）　※市外業者施工の場合は半額
①三世代同居・近居世帯60万円　②15歳以下養育世帯50万円
③その他世帯30万円

住宅購入 購入金額の１／10
交付限度額：①15歳以下養育世帯100万円　②その他世帯50万円

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

　
り
災
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
人
が
住

宅
を
改
修
・
修
繕
す
る
場
合
、
現
行
制
度

の
要
件
を
緩
和
し
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

対
象　
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合

①
夫
婦
い
ず
れ
か
の
年
齢
が
40
歳
以
下
の

世
帯（
６
カ
月
以
内
の
婚
姻
予
定
者
を
含
む
）

②
15
歳
以
下
の
扶
養
す
る
子
が
い
る
世
帯

※
年
齢
は
平
成
30
年
７
月
５
日
時
点　

要
件　
①
～
③
の
全
て
を
満
た
す
場
合

①
住
宅
の
維
持
ま
た
は
機
能
向
上
の
た
め

の
改
修
や
修
繕
、
設
備
改
善
な
ど
の
工
事

②
市
内
の
建
築
業
者（
個
人
事
業
主
を
含

む
）に
よ
る
施
工

③
１
０
０
万
円（
消
費
税
含
む
）以
上
の
工
事

緩
和
内
容　

①
過
去
に
助
成
金
を
受
け
て
い
る
場
合

や
、
既
に
工
事
着
手
・
完
了
し
て
い
る
場

合
も
申
請
で
き
る

②
婚
姻
後
１
年
未
満
の
申
請
期
限
を
適
用

し
な
い

③
助
成
金
交
付
決
定
年
度
の
翌
年
度
以
内

に
事
業
が
完
了
す
る
工
事
が
対
象

④
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
制
度
の
適
用
を
受
け
た
場
合
は
、

対
象
工
事
費
か
ら
応
急
修
理
制
度
の
適
用

額
を
差
し
引
く

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

雑
損
控
除
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
制
度
説
明
会

　
高
梁
税
務
署
で
は
、
今
回
の
豪
雨
に
よ

り
住
宅
や
家
財
な
ど
が
被
害
を
受
け
た
人

を
対
象
に
、

平
成
30
年
分

の
確
定
申
告

に
係
る
雑
損

控
除
な
ど
の

制
度
に
つ
い

て
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
５
日（
月
）・
11
月
21
日（
水
）

①
午
前
10
時
～
正
午　
②
午
後
2
時
～
4

時　
③
午
後
6
時
～
8
時

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

問
高
梁
税
務
署
☎（
22
）２
５
４
６

助
成
金
額　
工
事
費
の
10
分
の
１（
上
限

50
万
円
）

申
請
に
必
要
な
書
類　
申
請
書
、
住
民
票

謄
本
、
実
施
計
画
書
、
誓
約
書
、
見
積

書
・
設
計
図
、
着
工
前
ま
た
は
着
工
中
の

写
真
、
り
災
証
明
書
の
写
し
な
ど

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎（
21
）０
２
８
２

や
、
既
に
工
事
着
手
・
完
了
し
て
い
る
場

合
も
申
請
で
き
る

②
助
成
金
交
付
決
定
年
度
の
翌
年
度
以
内

に
事
業
が
完
了
す
る
工
事
が
対
象

申
請
に
必
要
な
書
類　

住
宅
新
築
…
申
請
書
、
住
民
票
謄
本
、
工

事
請
負
契
約
書
の
写
し
、
住
宅
平
面
図
、

着
工
前
ま
た
は
着
工
中
の
写
真
、
助
成
世

帯
確
認
書
、
誓
約
書
、
り
災
証
明
書
の
写

し
、
用
地
取
得
を
伴
う
場
合
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど

住
宅
購
入
…
申
請
書
、
住
民
票
謄
本
、
売

買
契
約
書
ま
た
は
見
積
書
の
写
し
、
住
宅

の
全
景
写
真
、
助
成
世
帯
確
認
書
、
誓
約

書
、
り
災
証
明
書
の
写
し

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎（
21
）０
２
８
２
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復興に向けて～平成 30年７月豪雨～

復
旧
融
資
利
子
補
給
金
交
付
事
業

　
被
災
し
た
市
内
の
中
小
企
業
な
ど
の
復

興
支
援
を
図
る
た
め
、
制
度
融
資
な
ど
を

利
用
し
た
事
業
所
へ
利
子
を
補
給
し
ま
す
。

対
象　
①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事

業
者　
②
市
内
に
主
た
る
事
業
所
も
し
く

は
事
務
所
を
有
す
る
法
人　
③
市
が
工
業

団
地
を
設
け
て
市
内
に
誘
致
し
た
法
人

対
象
融
資　
平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
平

成
31
年
１
月
31
日
ま
で
に
受
け
た
次
の
融
資

○
岡
山
県
危
機
対
策
資
金（
危
機
関
連
お

よ
び
知
事
特
認
）

○
日
本
政
策
金
融
公
庫（
災
害
復
旧
貸
付
）

○
商
工
組
合
中
央
金
庫（
災
害
復
旧
資
金
）

補
給
率　
１・０
％
以
内

融
資
限
度
額　

１
企
業
３
０
０
０
万
円

（
融
資
を
２
種
類
以
上
借
受
し
た
場
合
は

合
算
し
た
額
）

対
象
期
間　
払
込
開
始
月
か
ら
３
年
間

申
請
期
間　
毎
年
12
月
末
ま
で
に
支
払
っ

た
利
息
を
翌
年
３
月
末
ま
で
に
申
請

申
請
要
件　
市
税
を
完
納
し
、
り
災
証
明

を
受
け
て
い
る
こ
と

※
事
務
所
を
市
外
に
移
転
し
た
場
合
や
事

業
を
廃
止
し
た
場
合
は
そ
の
日
が
終
期
と

な
り
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

高
梁
市
中
小
企
業
等

　
　
再
建
補
助
金
交
付
事
業

　
被
災
し
て
事
業
の
継
続
が
困
難
な
中
小

企
業
な
ど
が
、
施
設
設
備
の
原
状
回
復
に

活
用
で
き
る
補
助
制
度
で
す
。

対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
事
業

者
ま
た
は
市
内
に
主
た
る
事
業
所
も
し
く

は
事
務
所
を
有
す
る
法
人（
市
税
を
完
納

し
、
り
災
証
明
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

※
国
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
か
ら
補
助
金

の
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
な
ど
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
額　
建
物
な
ど
の
修
繕
、
建
物
な
ど

に
付
属
す
る
設
備
の
修
繕
・
更
新
、
機
械

装
置（
付
属
の
工
具
備
品
を
含
む
）や
備
品

の
修
繕
ま
た
は
購
入
、
そ
の
他
市
長
が
必

要
と
認
め
る
経
費（
15
万
円
以
上
）

※
損
害
保
険
金
な
ど
が
支
払
わ
れ
て
い
る
場

合
は
補
助
対
象
経
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

補
助
対
象
額　
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の

１
以
内（
上
限
額
30
万
円
）

申
請
書
類　
中
小
企
業
等
再
建
補
助
金
交

付
申
請
書
、
対
象
経
費
積
算
書
、
経
費
積

算
の
元
と
な
る
見
積
書
な
ど
の
写
し
、
り

災
証
明
書
の
写
し
、
そ
の
他
市
長
が
必
要

と
認
め
る
書
類

※
被
災
状
況
が
分
か
る
写
真
や
見
積
書
、

領
収
書
な
ど
は
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

高
梁
市
雇
用
安
定
助
成
金
事
業

　
被
災
し
た
中
小
企
業
な
ど
の
雇
用
の
安

定
・
維
持
を
図
る
た
め
、
国
の
雇
用
調
整

助
成
金
に
併
せ
て
助
成
し
ま
す
。

対
象　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
交
付
決

定
を
受
け
た
市
内
に
事
業
所
な
ど
を
有
す

る
法
人
、
ま
た
は
個
人
事
業
者

助
成
額　

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
う

ち
、
休
業
に
係
る
交
付
決
定
金
額
の
３
％

（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

助
成
期
間　
国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
交

付
決
定
ご
と
に
６
判
定
基
礎
期
間
ま
で

申
請
時
に
必
要
な
も
の　
高
梁
市
雇
用
安

定
助
成
金
交
付
申
請
書
、
国
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
支
給
申
請
書
お
よ
び
助
成
金
算

定
書
の
写
し
、
り
災
証
明
書
の
写
し
、
納

税
証
明
書

受
付
期
間　

国
の
雇
用
調
整
助
成
金
の
交

付
決
定
日
か
ら
３
カ
月
以
内

医
療
費
な
ど
の
一
部
負
担
金

を
免
除

　
被
災
し
た
人
は
、
医
療
費
の
一
部
負
担

金
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
利
用
料
が
免

除
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
支
払
っ
て
い
る

場
合
は
、
申
請
に
よ
り
還
付
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

対
象　
高
梁
市
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保

険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

①
住
家
の
全
半
壊
、
床
上
浸
水
、
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
被
災
を
し
た　
②
主
た
る

生
計
維
持
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤
な
傷

病
を
負
っ
た　
③
主
た
る
生
計
維
持
者
の

行
方
が
不
明
で
あ
る　
④
主
た
る
生
計
維

持
者
が
業
務
を
廃
止
、
ま
た
は
休
止
し
た

⑤
主
た
る
生
計
維
持
者
が
失
職
し
、
現
在

収
入
が
な
い

対
象
期
間　
10
月
末
診
療（
利
用
）分
ま
で

還
付
申
請
に
必
要
な
書
類　
被
保
険
者
証
、

領
収
書
、
り
災
証
明
書
の
写
し
、
事
実

が
確
認
で
き
る
書
類 

（
②
～
⑤
の
場
合
）、

印
鑑
、
口
座
番
号
が
分
か
る
も
の（
通
帳

な
ど
）

受
付
場
所　

医
療
連
携
課
、
介
護
保
険

課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

※
一
部
還
付
の
対
象
外
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

　
介
護
保
険
課
☎（
21
）０
２
９
９

被
災
事
業
者
へ
の
支
援
制
度

8H30 (2018) 10 月



ベンガラのまちがにぎわう
９月15日　吹屋ふるさと村（成羽町）

観光客らを魅了した「吹屋小唄踊り」

　「吹屋ベンガラ灯
あか

り」（中野吹屋
青年団主催）が開催されました。
　陶製の手作り灯

とうろう

籠が立ち並ぶ吹
屋の町並みに、吹屋小唄の歌声と三味線、尺八の
音色が響き、ベンガラ色に染められた浴衣姿の踊
り手がしなやかに、黒装束の踊り手が力強く踊り
ました。

連携して地域活性化に取り組む
９月14日　高梁市役所（松原通）

　買い物困難者の支援や高齢者の就労支援、災害
時の物資供給など連携した取り組みを進めていく
ため、「地域活性化包括協定」を（株）セブン－イ
レブン・ジャパンと締結しました。
　この協定により、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
の設置や広報紙を店舗に置くなど、市民サービス
の向上につなげていきます。

市内店舗のオーナーも出席

来館者数が100万人を突破！
９月22日　高梁市図書館（旭町）

　高梁市図書館の来館者
数がオープンから 100 万

人を突破しました。100 万人目の来館者となっ
た吉備国際大学の間

まみょう

明瀬
せ な

奈さんと小
おや ま

山裕
ゆ み

美さん
に、花束と記念品を贈呈しました。また、市内の
小学生や来館者などが未来への想いを記入して作
成した「復興の樹

き

」も披露されました。

100 万人目が来館

優勝を目指して白球を追う !
10月６日　平松政次球場（松原町）ほか

　「第 25回平松政次旗学童軟式野
球大会」（高上川学童軟式野球連盟
主催）が開催されました。

　開会式に先立ち、本市出身で元プロ野球選手の
平
ひら

松
まつ

政
まさ

次
じ

さんの功績をたたえ、「神原スポーツ公
園野球場」の愛称を「平松政次球場」と命名し看
板除幕式を行いました。

健闘を誓う選手宣誓

まちのできごと
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功
績
を
た
た
え
ま
す 

問
学
校
教
育
課
☎（
21
）１
５
０
８

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

新
施
設
の
名
称
が
決
定

　

長
寿
園（
落
合
町
阿
部
）と
成
羽
川
荘

（
成
羽
町
成
羽
）を
統
合
し
、
旧
成
羽
高
校

跡
地（
成
羽
町
成
羽
）に
整
備
を
進
め
て
い

る
新
た
な
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
名
称
を
公

募
し
た
結
果
、
23
点
の
応
募
を
い
た
だ

き
、
西に
し
川か

わ
富ふ

紀き

子こ

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）か

ら
応
募
い
た
だ
い
た
「
成な
り

羽わ

長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

園え
ん

」

に
決
定
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
老
人
ホ
ー
ム
・
こ
ど
も
園
開
設
準
備

室
☎（
22
）３
５
１
５

ふ
る
さ
と
手
作
り
味
セ
ッ
ト

　

高
梁
地
方
農
村
生
活
交
流
グ
ル
ー
プ

協
議
会
で
は
、「
ふ
る
さ
と
手
づ
く
り

味
セ
ッ
ト
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
３

種
類
の
セ
ッ
ト（
Ⓐ
高
梁
特
産
品
セ
ッ
ト

５
０
０
０
円
、
Ⓑ
お
雑
煮
・
お
茶
漬
け

セ
ッ
ト
４
０
０
０
円
、
Ⓒ
高
梁
お
茶
セ
ッ

ト
３
０
０
０
円
）の
販
売
し
ま
す
。

購
入
方
法　
11
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
農

林
課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン

タ
ー
、
備
北
広
域
農
業
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
び
ほ
く
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
備
え
て
い
る
振
込
用
紙
に
記
入
の
う

え
、
郵
便
局
で
入
金
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

ア
イ
デ
ア
募
集

募
集
内
容　
ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル

の
た
め
に
家
庭
で
実
践
し
て
い
る
こ
と
や

工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど

応
募
資
格　
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
人

応
募
方
法　
12
月
14
日（
金
）ま
で
に
環
境

課
、
各
地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

に
備
え
て
い
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す
。

募
集
結
果　
応
募
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア

は
、
広
報
た
か
は
し
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
の
中
か

ら
抽
選
で
啓
発
グ
ッ
ズ
を
贈
呈
し
ま
す
。

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

発
送
予
定
日　
12
月
14
日（
金
）予
定

問
高
梁
地
方
農
村
生
活
交
流
グ
ル
ー
プ

協
議
会
事
務
局
☎（
21
）２
８
５
０

高
齢
者
叙
勲
【
瑞
宝
双
光
章
】

元
公
立
小・中
学
校
長

甲こ
う
び
ら平 

知と
も
ゆ
き之

さ
ん（
原
田
北
町
）

　

昭
和
26
年
に
小
学
校
教
諭
と
な
り
、

玉
川
小
学
校
や
津
川
中
学
校
で
校
長
を

歴
任
。
社
会
教
育
の
経
験
を
生
か
し
、

保
護
者
や
地
域
と
の
特
色
あ
る
教
育
活

動
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
２
年

に
行
わ
れ
た
中
学
校
教
育
研
究
会
英
語

部
研
究
指
定
の
発
表
会
で
は
、
備
北
地

区
研
究
部
長
と
し
て
研
究
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

甲
平
さ
ん
は
、「
皆
さ
ま
の
お
か
げ

で
受
章
で
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
市
民
提
案
型
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
中
間
報
告
会
・

市
民
活
動
交
流
会

　
今
年
度
採
択
さ
れ
た
４
事
業
の
活
動
報

告
会
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
市
民
団
体
と
の
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
報
告
会
、
交
流
会

と
も
に
入
場
無
料
で
事
前
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。

日
時　
10
月
26
日（
金
）午
後
１
時
30
分
～

２
時
15
分（
報
告
会
）／
午
後
２
時
30
分
～

３
時
20
分（
交
流
会
）

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課

☎（
21
）０
２
８
２

求
職
者
支
援
訓
練

　
「
就
職
」
を
目
的
と
し
た
公
的
職
業
訓

練（
11
～
12
月
開
講
）の
受
講
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。　

募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー
ス（
介

護
福
祉
、
医
療
事
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

受
講
料　
原
則
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件（
収
入
・
資
産
な
ど
）を
満

た
す
人
に
「
職
業
訓
練
受
講
給
付
金（
月

10
万
円
＋
交
通
費（
所
定
の
額
））」
が
支

給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１
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お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

　

11
月
11
日（
日
）～
11
月
17
日（
土
）の 

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

に
合
わ
せ
て
、
市

内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る
習
字
作
品
な
ど

を
掲
示
す
る
「
租
税
作
品
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　
11
月
17
日（
土
）～
11
月
22
日（
木
）

租
税
作
品
展

ね
ん
き
ん
月
間

　
毎
年
11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
ま
た

11
月
30
日
は
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
公

的
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
、
老
後

の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
「
年
金
の
日
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
高
梁
年
金
事
務
所
で
は
年
金
相

談
の
時
間
延
長
や
週
末
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

時
間
延
長　
月
曜
日（
月
曜
日
が
祝
日
ま

た
は
年
末
年
始
の
場
合
は
翌
開
所
日
）　

午
後
5
時
15
分
～
7
時

※
通
常
は
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
。

週
末
相
談　
第
2
土
曜
日
の
午
前
9
時
30

分
～
午
後
4
時（
利
用
の
際
は
電
話
予
約

を
お
願
い
し
ま
す
）

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
２
／
日
本
年
金

機
構
高
梁
年
金
事
務
所
☎（
21
）０
５
７
０

　
高
梁
税
務
署
で
は
、
平
成
30
年
分
の
年

末
調
整
お
よ
び
法
定
調
書
提
出
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

等
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日（
金
）

○
有
漢
・
成
羽
・
川
上
・
備
中
町
の
人　

年
末
調
整
説
明
会
・
消
費
税

の
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

午
前
10
時
～
正
午

○
そ
れ
以
外
の
地
域
の
人　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

※
地
域
別
の
開
催
時
間
は
目
安
で
す
の
で

ご
都
合
の
良
い
時
間
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

※
駐
車
場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
自

家
用
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
高
梁
税
務
署
☎（
22
）２
５
４
６

めげんで！！高梁チャリティー缶バッジ  500円
　備中松山城と山田方谷のキャラク
ター「ほうこくん」の２種類。収益は
全て市の災害復興のために寄付されま
す。
　高梁市観光協会のほか、高梁市観光
駐車場など市内の各観光施設などで販
売しています。
問�（一社）高梁市観光協会☎（21）０４６１

平成 30 年７月豪雨からの復興を願って　チャリティーグッズのご紹介

復興支援チャリティー手ぬぐい   800 円
　備中松山城など高梁のシンボルを描い
たイラストがかわいい手ぬぐいです。
　500 枚限定で、１枚あたり 550 円が
市の災害復興のために寄付されます。
　高梁市図書館などで販売しています。
問�地域おこし協力隊 松

まつ
野
の
さん

　 ☎（29）２３００

事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　
11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

で
す
。

　

事
業
主
は
、
労
働
者（
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で
も
雇
用
し
て

場
所　
イ
ズ
ミ
ゆ
め
タ
ウ
ン
高
梁
店

※
国
民
生
活
と
税
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
各
種
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

問
高
梁
税
務
署
☎（
22
）２
５
４
６

い
れ
ば
労
働
保
険
に
加
入
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
労
働
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
と

安
心
の
た
め
、
労
働
保
険
の
加
入
は
事
業

主
の
責
任
と
義
務
で
す
。
加
入
手
続
き
を

し
て
い
な
い
事
業
主
は
こ
の
機
会
に
加
入

を
お
願
い
し
ま
す
。

労
働
保
険　
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
を
総

称
し
た
強
制
保
険
制
度

労
災
保
険　
労
働
者
が
業
務
中
や
通
勤
途

上
で
事
故
に
あ
っ
た
場
合
に
必
要
な
保
険

給
付
を
行
い
、
被
災
し
た
人
や
そ
の
家
族

の
生
活
を
保
護
し
、
併
せ
て
社
会
復
帰
を

促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の
保
険
制
度

雇
用
保
険　
労
働
者
が
失
業
し
た
場
合
に

失
業
手
当
な
ど
を
給
付
し
た
り
、
再
就
職

を
促
進
す
る
事
業
を
行
う
た
め
の
保
険
制
度

※
新
た
に
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
場
合

は
、
保
険
料
の
納
付
と
は
別
に
そ
の
都
度

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
雇
用
保
険
被
保
険
者

取
得
届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
＆

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
☆
ツ
リ
ー

　

11
月
12
日（
月
）～
11
月
25
日（
日
）は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」

期
間
、
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

で
す
。「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
パ
ー
プ
ル
リ

ボ
ン
と
「
児
童
虐
待
防
止
運
動
」
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
る
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
を
飾
っ
た

パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
＆
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
☆

ツ
リ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

　
女
性
へ
の
暴
力
や
児
童
虐
待
の
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
た
あ
な
た
の
「
願
い
」

や
「
決
意
」、「
被
害
者
に
寄
り
添
う
メ
ッ

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
岡
山
地
方
法
務
局
と
岡
山
県
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
次
の
期
間
を
「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
と
し

て
い
ま
す
。
女
性
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
12
日（
月
）～
11
月
16
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
／
11
月
17
日

（
土
）～
11
月
18
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

５
時

電
話
番
号　
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

子
育
て

プ
レ
パ
パ
・
プ
レ
マ
マ
ス
ク
ー
ル

日
時　
10
月
27
日（
土
）午
前
10
時
～
11
時

30
分

場
所　
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
西に
し

田だ

啓け
い

子こ

さ
ん（
吉
備
国
際
大
学
子

ど
も
発
達
教
育
学
科
講
師
・
看
護
師
・
助
産
師
）

内
容　
パ
パ
・
マ
マ
に
聞
い
て
も
ら
い
た

い
お
話
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど

対
象　
妊
婦
や
そ
の
家
族（
子
育
て
中
の

人
も
参
加
で
き
ま
す
）

申
し
込
み　
吉
備
国
際
大
学
た
か
は
し
子

育
て
カ
レ
ッ
ジ
実
行
委
員
会（
こ
ど
も
未

来
課
）へ

※
託
児
が
必
要
な
人
は
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
８
８

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

重
要
な
課
題
で
す
。
児
童
虐
待
を
予
防
・

早
期
発
見
す
る
た
め
に
、
家
庭
や
学
校
、

地
域
な
ど
社
会
全
体
の
関
心
と
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

虐
待
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
ら

　
す
ぐ
に
こ
ど
も
未
来
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
1
本
の
電
話
で
救
わ

れ
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。
連
絡
し
た
人
の

健
康
・
福
祉

セ
ー
ジ
」
な
ど
を
カ
ー
ド
に
記
入
し
て
ツ

リ
ー
に
飾
っ
て
く
だ
さ
い
。

期
間　
11
月
15
日（
木
）～
11
月
21
日（
水
）

場
所　
高
梁
市
図
書
館

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

子
育
て
に
つ
い
て
不
安
や
悩
み
が
あ
る
と

き
は

　
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
は
誰
も
が
抱
え

て
い
ま
す
。
不
安
や
悩
み
を
一
人
で
抱
え

ず
、
身
近
な
人
に
話
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
身
近
に
相
談
す
る
人
が
い
な
い
場
合

は
次
の
相
談
窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
８
８

／
倉
敷
児
童
相
談
所
高
梁
分
室
☎（
21
）

２
８
３
３（
月
・
火
曜
日
の
み
）／
児
童
相

談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
☎
１
８
９

人
権
講
演
会

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
明
る
く
住
み
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
講
演

会
で
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時　

11
月
30
日（
金
）午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
開
場
）

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館
中
ホ
ー
ル

講
師　

桂
か
つ
ら

米よ
ね

裕ひ
ろ

さ
ん（
落
語
家
・
僧
侶
）

「
落
語
と
こ
こ
ろ
の
お
勉
強
」

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

建
設
業
退
職
金
制
度

　
建
設
業
退
職
金
制
度
は
、
中
小
企
業
退

職
金
共
済
法
に
基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働

者
の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
、

労
働
者
が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め

た
時
に
共
済
機
構
か
ら
退
職
金
が
支
払
わ

れ
る
業
界
全
体
の
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
者　
建
設
業
を
営
む
人

対
象
と
な
る
労
働
者　
建
設
業
の
現
場
で

働
く
人

掛
け
金　
日
額
３
１
０
円

問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
建
設
業
退

職
金
共
済
事
業
本
部
☎
０
３（
６
７
３
１
）

２
８
６
６

無
料
法
律
相
談
会

　
市
内
の
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
税
理
士

に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
で
す
。
一
般
的

な
法
律
に
関
す
る
困
り
事
の
ほ
か
、
災
害

や
被
災
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ポ
ル
カ
市
民
交
流
コ
ー
ナ
ー

問
岡
山
総
合
会
計
税
理
士
法
人
高
梁
事

務
所
☎（
22
）１
１
８
１
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ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

平成 31 年度 入園児募集
　市内の幼稚園・保育園・こども園は、平成 31年度
の入園申し込みを受け付けます。
　入園を希望する保護者は、受付期間内に「支給認定
申請書」を提出してください。

幼稚園
対象　市内に在住する満３歳から満５歳までの就学前の子ども（平成25年４月２日生まれ～平成28年４月１日生まれ）
通園区域　�学校の通学区域に準ずる（保護者の責任において通園が可能な場合は希望する幼稚園に入園すること

ができる）

保育園
対象　市内に在住する保護者の就労などにより、日中の保育をする人がいない就学前の子ども

こども園（幼稚園と保育園の両方の機能を持つ施設）
対象　市内に在住し、利用を希望する就学前の子ども（認定により預かり時間が異なります）

問入園を希望する各園／こども未来課 ☎（21）０２６４

入園手続…�入園を希望する園へ「支給認定申請書」
を提出してください。申請書は各園、
こども未来課に備えています。

受付期間…�11 月５日（月）～ 11月 22日（木）
※正式な入園決定は平成31年２月ごろになります。

幼稚園名 住所
受け入れ年齢（平成 31 年４月１日時点）

預かり保育 電話番号
３歳 ４歳 ５歳

高梁幼稚園 中之町 7 ○ ○ ○ ◯（一時のみ）（22）２１１９
高梁南幼稚園 上谷町 4348 ○ ○ ○ ○ （22）２３２０
津川幼稚園 津川町今津 1069-2 ○ ○ ○ ○ （22）２７７６
川面幼稚園 川面町 1801-1 ○ ○ ○ ○ （26）１３２６
巨瀬幼稚園 巨瀬町 4972-5 ○ ○ ○ ○ （25）０１０１
中井幼稚園 中井町西方 301-1 ○ ○ ○ ○ （28）２７００
玉川幼稚園 玉川町玉 1528-2 ○ ○ ○ ○ （22）７５３７
宇治幼稚園 宇治町宇治 1677 ○ ○ ○ ○ （29）２４１７
落合幼稚園 落合町阿部 1682 ○ ○ ○ ◯（一時のみ）（22）６５７８
福地幼稚園 落合町福地 1578 ○ ○ ○ ○ （42）４１３６

※保育時間は全て 午前８時 30分から午後２時まで（水曜日は午後１時まで）です。
※預かり保育の預かり時間は、通常保育終了後から午後５時 30分までです。

保育園名
（公立・私立） 住所 定員

（人）
受け入れ年齢（平成 31 年４月１日） 保育時間 電話番号0 歳 1 2 3 4 5

高梁保育園 公 向町 21-2 120 ６カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○
午前７時～
午後６時　

（22）２４２３
高梁中央保育園 私 下町 134 80 ３カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ （22）４３３３
落合保育園 私 落合町阿部 1683 90 ３カ月以上 ○ ○ ○ ○ ○ （22）４４６６

備中保育園 公 備中町布瀬 182-1 30 ○ ○ ○ ○ ○ 午前７時 30 分～
午後６時 30 分 （45）３１４２

こども園名 住所 定員
（人）

受け入れ年齢（平成 31 年４月１日） 保育時間 電話番号0 歳 1 2 3 4 5
有漢こども園 有漢町有漢 3328-3 100

６カ月以上

○ ○ ○ ○ ○ 午前７時 30 分～
午後６時 30 分

（57）２０１４
川上こども園 川上町地頭 1365-1 120 ○ ○ ○ ○ ○ （48）３１３３
成羽こども園

（仮称） 成羽町成羽 2251-1 120 ○ ○ ○ ○ ○ 午前７時～
午後６時 （42）２０１１

保育園・こども園共通事項
・１歳未満児は若干名の募集となります。平成 30年 11月時点で妊娠中の場合も申し込みできます。
・年度の途中で誕生日を迎えて入園する場合も、平成 31年４月１日の満年齢がその子どもの年齢となります。
・延長保育はすべての園で午後７時までです。
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健
康
・
福
祉

身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談

　
岡
山
県
身
体
障
害
者
等
巡
回
更
生
相
談

（
肢
体
・
聴
覚
）で
は
、
身
体
障
が
い
者
や

難
病
患
者
の
義
肢
、
装
具
、
車
椅
子
な
ど

の
購
入
・
修
理
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
ま
た
、
補
装
具
購
入
費
の
交
付
判
定

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
希
望
者
は
事
前
に
福
祉
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
27
日（
火
）午
前
10
時
30
分
～

正
午（
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
）

場
所　
高
梁
保
健
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
８
４

障
が
い
者
就
職
面
接
会
in
高
梁

　
市
と
高
梁
市
自
立
支
援
協
議
会
は
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
高
梁
と
連
携
し
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
高
梁
で
求
職
登
録
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所（
求
人
登
録
が

条
件
）の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　
11
月
26
日（
月
）午
後
１
時
30
分
～

た
い
よ
う
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

第
16
回
地
域
公
開
講
座

日
時　
11
月
25
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

３
時

場
所　
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い
よ
う
の
丘
ホ

ス
ピ
タ
ル
３
階
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

内
容　
「
医
師
患
者
関
係
」

講
師　
樋ひ

口ぐ
ち

裕ゆ
う

二じ

さ
ん（
医
師
）

問
こ
こ
ろ
の
医
療
た

い
よ
う
の
丘
ホ
ス
ピ
タ

ル
地
域
医
療
連
携
室

☎（
22
）２
２
１
７

医
学
の
発
展
の
た
め

献
体
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
献
体
と
は
、
自
ら
の
意
志
で
死
後
の
自

分
の
身
体
を
医
・
歯
学
生
の
解
剖
実
習
の

た
め
に
大
学
へ
無
償
で
提
供
す
る
こ
と
で

す
。

　
献
体
に
は
家
族
や
親
戚
の
同
意
が
必
要

で
す
の
で
、
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
必

要
で
す
。
信
頼
で
き
る
医
師
・
医
療
従
事

者
を
育
て
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
岡
山
大
学
医
学
部
内
と
も
し
び
会

☎
０
８
６（
２
３
５
）７
０
９
２

献
血
の
実
施

　
次
の
日
程
で
献
血
を
実
施
し
ま
す
。
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　
11
月
13
日（
火
） 

①
午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分 

②
午
後
０
時
30
分
～
４

時場
所　
市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
21
）０
２
２
８

第
２
回
た
か
は
し
高
齢
者
・

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
会

　
法
律
や
福
祉
、
虐
待
や
権
利
侵
害
に
関

す
る
質
問
、
相
談
を
専
門
家
が
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
事
前
予
約
は
不
要

で
す
。

日
時　
11
月
17
日（
土
）午
後
１
時
～
４
時

場
所　
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
権
利
擁
護（
基
礎
）講
座（
同
日
開
催
）

内
容　
「
こ
れ
で
安
心
！
成
年
後
見
制
度

の
イ
ロ
ハ
」

講
師　
加か

藤と
う

貴た
か

之ゆ
き

さ
ん（
か
と
う
社
会
福

祉
士
事
務
所
）

時
間　
午
後
２
時
～
３
時

問
た
か
は
し
権
利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

懇
談
会
☎（
22
）６
８
８
５

４
時

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム

問
福
祉
課
☎（
21
）０
２
８
４
／
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
高
梁
☎（
22
）２
２
９
１

瀬戸大橋開通 30 周年記念 風ぐるまフェスタ 2018 in うかん
～がんばろう高梁 起こせ 希望の風を！～

ハロウィンにちなんで

仮装での来場大歓迎 !

たかはしを元気にしよう！

市内団体による発表、岡山県警察音楽隊の演奏、�
仮面ライダージオウショー、移動動物園、働く車の
展示や大道芸人によるパフォーマンス、地元の特産
品が揃うおもしろ市場など

内容

問風ぐるまフェスタ実行委員会（有漢地域局）☎（57）３２００

10月 28日（日）午前 10時～午後３時 30分日時
有漢地域局周辺場所 有漢総合グラウンドほか

（普通車500円・自動二輪車200円／１日）
駐車場

14H30 (2018) 10 月



お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

種別 日程 時間 場所 問い合わせ

行政相談
５日（月） 午前９時～正午 コミュニティプラザ

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００15日（木） 午前９時～正午 有漢保健センター

16日（金） 午前９時～正午 中コミュニティセンター

なやみごと相談
６日（火） 午前９時～正午 市役所２階研修室 岡山地方法務局高梁支局

☎ (22)２３１８８日（木） 午前９時～正午 成羽文化センター

法律相談（要予約）14日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・４
市民課☎ (21)０２５４

消費生活相談 20日（火） 午後１時～３時 市役所２階研修室

司法書士相談
９日（金） 午前10 時～正午 有漢保健センター

岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区
☎（22）７９０６９日（金） 午前10 時～正午 備中総合センター

21日（水） 午後１時～４時 ポルカプラザ（ポルカ1階）

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１

相談（11月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ先
ゆう・ゆうタイム
「カレンダー作りをしよう」（要予約） 30日（金） 午前10 時～11時 30 分

子育て支援センター 子育て支援センター
☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム ２日・16日（金） 午前10 時～正午

ファミリーデー 17日（土） 午後１時～４時

さてらいとひろば“ゆう・ゆう”
６日（火） 午前10 時～11時 30 分 津川地域市民センター

17日（土） 午前10 時 30 分～11時 30 分 高梁市図書館

家庭相談 ６日（火）・22日（木）午前10 時～午後４時 子育て支援センター
吉備プレーパーク
吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科☎（22）９２７３ 11日（日） 午前10 時～午後３時 吉備国際大学

第２子ども広場
こども未来課
☎（21）０２８８

育児・プレママ相談
１日（木） 午前10 時～10 時 30 分（受付）川上児童館

健康づくり課
☎（21）０２２８

20日（火）
午前10 時～11時（受付）

成羽文化センター

21日（水） 高梁保健センター

離乳食教室 20日（火） 午後１時 30 分～３時 30 分 高梁保健センター

あそびの広場 １日（木） 午前10 時～正午 川上児童館

ちびっこ広場 20日（火） 午前10 時～11時 30 分 成羽文化センター

病態栄養相談（要予約） ８日（木） 午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約）８日（木） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 20日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約） ７日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
27日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談（11月）

種別 対象 日 時間 場所 問い合わせ

乳児健康診査
平成 30 年２月・７月生まれ ７日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

平成 30 年１月～２月生まれ
・６～７月生まれ 30日（金） 成羽福祉センター

１歳６カ月児健康診査 平成 29 年４月～５月生まれ
９日（金） 高梁保健センター

30日（金） 成羽福祉センター

２歳６カ月児健康診査 平成 28 年４月～５月生まれ 16日（金） 高梁保健センター

子どもの健診（11月）
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高
梁
警
察
署
だ
よ
り

　
日
暮
れ
が
早
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
夕

方
・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
に
夜
光
反
射

材
を
着
用
し
て
い
ま
す
か
？

　
車
の
運
転
者
は
、
夜
光
反
射
材
を
着
け

て
い
な
い
歩
行
者
に
な
か
な
か
気
づ
き
ま

せ
ん
。
昨
年
県
内
で
、
夜
間
歩
行
中
に
車

に
跳
ね
ら
れ
て
亡
く
な
っ
た
高
齢
者
は
17

人
で
、
こ
の
う
ち
夜
光
反
射
材
を
着
け
て

い
た
の
は
２
人
だ
け
で
し
た
。

　
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
リ
ス
ト
バ

ン
ド
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
用
す
る
な
ど

し
て
自
分
の
存
在
を
車
の
運
転
者
に
伝

え
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
自
転
車
利
用
者
も
夜
光
反
射
材
を
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
に
走
行
す
る
と
き
は
必
ず
前
照
灯

を
点
灯
し
、
リ
フ
レ
ク
タ
ー
な
ど
の
反
射

材
を
装
着
す
る
と
と
も
に
、
破
損
や
汚
損

が
な
い
か
の
点
検
を
し
て
事
故
防
止
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　
リ
ス
ト
バ
ン
ド
な
ど
夜
光
反
射
材
が
必

要
な
人
は
高
梁
警
察
署
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
高
梁
警
察
署
交
通
課
☎（
22
）０
１
１
０

夜
間
の
交
通
事
故
に
注
意

第
51
回
伊
賀
祭

　
豪
華
景
品
が
当
た
る
イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
企
画
、
市
中
仮
装
パ

レ
ー
ド
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ

ん
。
ま
た
、
文
化
部
会
や
体
育
部
会
所
属

の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
や
同
窓
会
に
よ
る

模
擬
店
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
ス
リ

ラ
ン
カ
か
ら
の
留
学
生
に
よ
る
屋
台
も
出

店
し
ま
す
。

日
時　
11
月
３
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後
５

時
／
11
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所　
吉
備
国
際
大
学

Ｂブ

ル

ー

Ｌ
Ｕ
Ｅ  

Ｅエ

ン

カ

ウ

ン

ト

Ｎ
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｔ
コ
ン
サ
ー
ト

日
時　

11
月
４
日（
日
）午
後
４
時
開
演

（
午
後
３
時
30
分
開
場
）

場
所　
順
正
学
園
第
２
体
育
館

料
金　

前
売
券
２
０
０
０
円
／
当
日
券

２
５
０
０
円

問
吉
備
国
際
大
学
伊
賀
祭
実
行
委
員
会

☎（
22
）１
８
５
３

日
時　
11
月
11
日（
日
）正
午
開
演（
午
前

11
時
30
分
開
場
）

場
所　
高
梁
国
際
ホ
テ
ル
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル

内
容　
ラ
ン
チ
コ
ー
ス（
正
午
～
午
後
１

時
）・
コ
ン
サ
ー
ト（
午
後
１
時
15
分
～
２

時
45
分
）

出
演　
フ
ル
ー
ル
ド
ゥ
ミ
ュ
ゲ（
平ひ
ら

松ま
つ

稚わ
か

菜な

さ
ん
ほ
か
）

平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
市
内

在
住
者
を
招
待
し
ま
す

招
待
者
数　
先
着
10
人

申
し
込
み　
10
月
25
日（
木
）ま
で
に
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
梁
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
梁 

仲な
か

田だ

さ

ん
☎
０
９
０
‐
４
８
０
５
‐
８
２
７
７

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン
チ
コ
ン
サ
ー
ト

第
28
回
高
梁
コ
ー
ラ
ス

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
11
月
25
日（
日
）午
後
０
時
30
分
開

演（
正
午
開
場
）

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

参
加
団
体　
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
Ｂ
Ｐ
、
ア
ン

ダ
ン
テ
、
ヴ
ォ
ー
チ
ェ･

パ
ス
テ
ル
、
落

合
ハ
ッ
ピ
ー
コ
ー
ラ
ス
、
吉
備
中
央
児
童

合
唱
団
、
コ
ー
ル
た
か
は
し
、
コ
ー
ル
ロ

マ
ン
、
た
か
は
し
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー
、
高

梁
高
校
コ
ー
ラ
ス
部
、
高
梁
混
声
合
唱
団

「
城し
ろ

」、
高
梁
さ
ざ
な
み
会
、
高
梁
少
年
少

女
合
唱
団
、
高
梁
城
南
高
校
コ
ー
ラ
ス
同

好
会
、
高
梁
男
声
合
唱
団
ぐ
ら
ん
ぱ
、
津

川
女
声
コ
ー
ラ
ス
蘭ら
ん

、
な
な
い
ろ
、
花

み
づ
き
、
マ
ミ
ー
・
マ
ス
カ
ッ
ト
、
ラ 

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
、
ル 

ソ
レ
イ
ユ
、
レ
モ

ン
グ
ラ
ス
、
若わ
か
鮎あ

ゆ

問
高
梁
総
合
文
化
会
館
☎（
22
）１
０
４
０

イ
ベ
ン
ト

　
郷
土
の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
を
分
か
り

や
す
く
学
ぶ
ほ
か
、
市
内
に
残
る
史
跡
な

ど
を
巡
る
「
高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾
」。
第

１
回
目
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「
吹
屋
伝
建
地
区
を
見
て
歩
く
」

日
時　
11
月
10
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午

場
所　
吹
屋
の
町
並
み

講
師　
戸と

田だ

誠ま
こ
とさ

ん（
吹
屋
町
並
み
保
存

会
会
長
）

参
加
費　
５
０
０
円（
当
日
持
参
・
資
料

代
や
保
険
料
を
含
む
）

申
し
込
み　
11
月
２
日（
金
）ま
で
に
歴
史

ま
ち
づ
く
り
室
ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
歴
史
ま
ち
づ
く
り
室
☎（
21
）０
２
５
７

／
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

第
１
回
高
梁
歴
史
い
ろ
は
塾

文
化
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３日（土）
池田医院（中間町） ☎（22）２２４４

野村医院（巨瀬町） ☎（25）０００３
４日（日） 仲田医院（落合町） ☎（22）０５１１

11 日（日） 高梁中央病院（南町） 
☎（22）３６３６

18 日（日）
西医院（中之町） ☎（22）２８２０
まつうらクリニック（成羽町）
☎（42）２３１５

23 日（金）
高梁整形外科医院（本町）
☎（22）１５３１
川上診療所（川上町） ☎（48）４１８８

25 日（日） 大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５

休日当番医（11月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル☎（21）０１００

10 月の納期限　10 月 31 日（水）
○市民・県民税（普通徴収・３期）　○国民健
康保険税（以下全て普通徴収・４期）　○介護
保険料　○後期高齢者医療保険料
11 月の納期限　11 月 30 日（金）
○国民健康保険税　○介護保険料　○後期高齢
者医療保険料（全て普通徴収・5期）

問税務課☎（21）０２１５／医療連携課☎（21）０２５８

税金の納期限（口座振替日）

文
化

芸
能
発
表
会（
舞
踊
、
三
味
線
、
銭ぜ

に
太だ

い
鼓こ

、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
）

日
時　
11
月
３
日（
土
）午
前
10
時
～
午
後

４
時
30
分

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館

作
品
展
示
会（
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
華

道
な
ど
）

会
期　
11
月
３
日（
土
）～
11
月
５
日（
月
）

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
５
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

場
所　
高
梁
市
文
化
交
流
館

問
社
会
教
育
課
☎（
21
）１
５
１
６

第
55
回
高
梁
総
合
文
化
祭

　
広
報
た
か
は
し
で
は
、
市
内
で
活
動
す

る
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
団
体
や
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。

例
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
体
操
グ
ル
ー

プ
、
神
楽
団
体
、
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど

　
「
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
ほ
し
い
」「
団

員
を
募
集
し
て
い
る
」
な
ど
、
広
報
紙
上

で
ア
ピ
ー
ル
し
た

い
団
体
・
グ
ル
ー

プ
の
代
表
者
は
、

秘
書
広
報
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
秘
書
広
報
課

☎（
21
）０
２
１
０

求人情報
職　種 所在地 賃 金 月 額

土木作業員 有漢町 176,000 円～ 220,000 円
一般家電販売 栄町 175,000 円～ 195,000 円
総務（営繕・
運転業務） 原田南町 140,000 円～ 150,000 円

美容師 鍛冶町 時給850円～ 1,500 円
ルート営業 成羽町 150,000 円～ 250,000 円
自動車板金塗装 川上町 230,000 円～ 300,000 円
作業員 成羽町 170,000 円～ 250,000 円
一般事務
（パート） 高倉町 時給810円～ 850円
フロント業務
（パート） 旭町 時給810円
訪問介護
（パート） 成羽町 時給850円～ 1,000 円

※�詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp をご覧ください。
問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

吉備国際大学シャルム岡山高梁からのお知らせ

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

　備中高梁駅前でのあいさつ運動などが認められ、交
通安全功労者・優良運転者等として、岡山県交通安全
協会から表彰を受けました。
　この受賞を機に、命
の尊さと交通事故の悲
惨さを改めて心に刻
み、高梁での安全で快
適な交通社会を実現す
るため、一層努力して
いきたいと思います。

　2018年プレナスチャレンジリーグ・ウエストにお
いて、シャルムは勝ち点 24で２位チームと同ポイン
トだったものの３位となり、目標としていた２部昇格
を果たせませんでした。
　皇后杯や全日本大学選手権大会では優勝を目指して
チーム一丸となって頑張ります！
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ス
ポ
ー
ツ

高
梁
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
11
月
11
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
協
会
員
お
よ
び
市
内
在
住
、
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
審
判
が
で
き
る
人

部
門　
年
齢
・
性
別
に
よ
る
６
部
門

参
加
費　
１
ペ
ア
５
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
１
日（
木
）ま
で
に
高
梁

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
へ

問
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会 

川か
わ

西に
し

基も
と

隆た
か

さ
ん
☎
０
９
０
‐
２
２
９
１
‐
１
６
８
７

体
育
協
会
会
長
杯
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

日
時　
11
月
16
日（
金
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
浄
化
セ
ン
タ
ー

対
象　
市
内
で
活
動
し
て
い
る
会
員（
監

督
１
人
と
競
技
者
５
人
以
上
８
人
以
内
）

参
加
費　
１
チ
ー
ム
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
10
月
23
日（
火
）ま
で
に
高
梁

市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
へ

問
高
梁
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会 

宮み
や

本も
と

文ふ
み

夫お

さ
ん
☎（
48
）２
６
１
０

消
防
署
だ
よ
り

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
11
月
９
日（
金
）～
11
月
15
日（
木
）は
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
で
す
。

　
「
た
き
火
」
な
ど
が
原
因
の
火
災
が
発

生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
て
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◎
風
が
強
い
日
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る

日
は
屋
外
で
火
の
取
り
扱
い
を
し
な
い

◎
た
き
火
な
ど
を
す
る
と
き
は
消
火
用
具

を
準
備
し
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

◎
た
ば
こ
の
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
、
寝
た

ば
こ
を
し
な
い

火
災
予
防
イ
ベ
ン
ト

日
時　
11
月
７
日（
水
）午
前
10
時
30
分
～

正
午

場
所　
ポ
ル
カ
天
満
屋
ハ
ピ
ー
タ
ウ
ン

内
容　
落
合
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員

に
よ
る
鼓
隊
演
奏
、
防
火
風
船
の
配
布
、

ブ
ー
ム
付
多
目
的
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の

搭
乗
体
験
、
消
防
写
生
大
会
入
賞
作
品
展

示９
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
２
件（
前
月
比　
＋
２
件
）

救
急　
１
４
８
件（
前
月
比　
△
30
件
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

第
４
回
高
梁
市
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　
11
月
25
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
、
総
社
市
、
新
見
市
、
加
賀

郡
に
在
住
・
通
勤
す
る
シ
ニ
ア
の
チ
ー
ム

参
加
費　
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
１
日（
木
）ま
で
に
市
体

育
協
会（
☎（
21
）０
３
３
７
）へ

　
小
・
中
学
校
お
よ
び
高
校
の
登
録
チ
ー

ム
の
試
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
学
生　
11
月
11
日（
日
）・市
民
体
育
館

○
中
学
生　
11
月
18
日（
日
）・市
民
体
育
館
ほ
か

○
高
校
生　
11
月
25
日（
日
）・高
梁
中
学
校
体
育
館

問
高
梁
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会 

平ひ
ら

松ま
つ

冨ふ

佐さ

恵え

さ
ん
☎
０
８
０
‐
２
８
８
７
‐
１
０
３
６

第
56
回
市
民
体
育
祭
市
民
硬

式
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
11
月
18
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
県
テ
ニ
ス
協
会
Ｂ
ク
ラ
ス
の
人

部
門　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

（
部
門
ご
と
に
予
選
リ
ー
グ
・
決
勝
リ
ー

グ
あ
り
）

参
加
費　
１
ペ
ア
３
０
０
０
円

申
し
込
み　
11
月
９
日（
金
）ま
で
に
市
体

育
協
会（
☎（
21
）０
３
３
７
）へ

問
高
梁
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
☎
０
９
０

‐
１
３
３
０
‐
９
９
３
９

文
化

休
館
／
12
月
28
日（
金
）～
平
成
31
年
１
月

４
日（
金
）休
館
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

観
覧
料　
一
般
１
０
０
０
円
／
高
校
・
大

学
生
８
０
０
円
／
小
・
中
学
生
５
０
０
円

（
団
体
20
人
以
上
は
2
割
引
き
）

問
成
羽
美
術
館
☎（
42
）４
４
５
５

　
近
代
日
本
美
術
に
お
い
て
最
も
個
性
的

な
画
家
の
一
人
で
あ
る
岸き
し

田だ

劉り
ゅ
う

生せ
い

。
本

展
で
は
「
自
画
像
」「
麗れ
い
子こ

十じ
ゅ
う
六ろ

く
歳さ

い
之の

像ぞ
う
」

「
村む
ら

娘む
す
め

之の

図ず

」
な
ど
数
々
の
代
表
作
に
加

え
、
娘
・
麗
子
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ

た
装
丁
画
も
出
品
。
油
彩
、
水
彩
、
墨ぼ
く

画が

、
素そ

び
ょ
う描
、
版
画
作
品
に
関
連
資
料
を
含

め
た
約
１
５
０
点
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
平
成
31
年
１
月
14
日（
月
）ま
で

場
所　
成
羽
美
術
館

休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
た
だ
し
12
月
24

日
、
平
成
31
年
１
月
14
日
は
開
館
し
翌
日

画
家 
岸
田
劉
生
の
軌
跡
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サラリーマン2.0  ～週末だけで世界一周～
河出書房新社　出版   ／   東松 寛文　著   

　平日はサラリーマンとして働き、週末や連休を
利用して海外旅行を楽しんでいる「リーマントラ
ベラー」の東

とうまつ
松寛

ひろふみ
文さん。６年間で 42 カ国 90 都

市を訪問した彼は、英語が得意ではないためジェ
スチャーで地元の人々と交流し、現地でしかでき
ない日常体験を何度もしています。目標があるた
め効率の良い働き方で残業が減り、ライフスタイ
ルが豊かになった東松さんは、休みを楽しむため
に働くことを楽しんでいます。私もぜひ参考にし
たいです。

図書館だより

今月のおすすめ図書

一般書

高
梁
市
図
書
館　

�

　

 

堤つ
つ
み  

裕ゆ

み

こ
美
子 

さ
ん

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～

日　　時　11 月 10 日（土）午前 10 時～
パネルシアター　さるかに合戦　
大型絵本　ちからたろう
紙 芝 居　みんなでだいぼうけん
工　　作　画用紙でヘリコプターを作って遊ぼう

問成羽図書館☎（42）２５８９
　 午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

11 月の移動図書館
第1・3月曜日
（５日・19日）

なごみの森 1４:３０ ～ 1５:３0

第1・3火曜日
（６日・20日）

川面地域市民センター
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:30 ～ 11:30
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:００

第1・3水曜日
（７日・21日）

川上ふるさとプラザ
養護老人ホーム成羽川荘
日名神楽公園

1４:００ ～ 1５:００
1５:３0 ～ 1５:４５
16:00 ～ 16:３０

第1・3木曜日
（１日・15日）

やまびこカフェ
宇治地域市民センター

1１:１５ ～ 1２:１５
14:３0 ～ 15:３0

第2・4月曜日
（12・26日のみ）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

10:00 ～ 11:00
14:15 ～ 1５：１5
1５:4５ ～ 1６:1５

第2・4水曜日
（14・28日）

西山郵便局横 11:40 ～ 12:10

第2・4木曜日
（８日・22日）

巨瀬地域市民センター
イズミゆめタウン

10:00 ～ 1１:０0
1４:１５ ～ 1４:４５

第2・4金曜日
（９日のみ）

高倉地域市民センター
中井地域市民センター

1２:３0 ～ 1３:０0
1３:３0 ～ 1４:０0

※小学校への巡回はお休みします。

G
グ レ ー ト

REAT K
キ ッ ズ

ids P
プ ロ ジ ェ ク ト

roject
子どもたちが主役になって活躍するイベントです。
こども店長のくるくるりさいくる（フリーマーケット）
日　　時　10 月 27 日（土）午前10時～午後２時30分
場　　所　４階本丸テラス
高梁少年少女合唱団コンサート
日　　時　10 月 27 日（土）
　　　　　午前11時～11時30分
場　　所　２階フロア奥
t

た ま き
amaki i

い わ お
wao ライブアート

日　　時　10 月 27 日（土）午後１時 30 分～２時
場　　所　４階多目的室前

おはなしたまてばこ おはなし会
日　　時　11 月 10 日（土）午後２時～２時 30 分
場　　所　４階多目的室

こころをはぐくむ～絵本の読みあい～
読みあい（合い・愛）講座【大人向け】
日　　時　11 月 17 日（土） 午後１時～１時 40 分
場　　所　４階多目的室
講　　師　藤

ふじい
井伊

い つ こ
津子さん

　　　　　（吉備国際大学子ども発達教育学科 講師）
読みあい【子ども向け】
日　　時　11 月 17 日（土） 午後２時～２時 30 分
場　　所　４階多目的室
内　　容　山田方谷の紙芝居など

高梁市図書館のイベント情報

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　午前９時～午後９時 開館（年中無休） ホームページ
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高
梁
に
移
住
し
て

２
年
が
経
過
し
ま
し

た
。「
起
業
型
」
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
、
川
面
町
で
「
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
柔や
わ
ら」
を
開
設

し
て
早
一
年
。
古
い
民
家
を
片
付

け
、
壁
に
漆し
っ
く
い喰

を
塗
り
、
屋
根
を

修
理
し
て
完
成
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
は
、
時
間
を
か
け
た
分
、
気
持

ち
の
入
っ
た
宿
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
１
階
は
共
用
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
開
放
し
て
お
り
、
ゲ
ス
ト
同
士
が
旅

の
話
や
情
報
交
換
を
し
た
り
、
共
用
キ
ッ
チ

ン
で
そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
の
料
理
を
作
っ
た
り

と
、
こ
の
タ
イ
プ
の
宿
な
ら
で
は
の
交
流
の

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
川
面
地
域
の

方
が
手
料
理
を
差
し
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た

り
、
ゲ
ス
ト
が
近
所
の
方
た
ち
と
挨
拶
や
話

を
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
常
生
活
を
通
じ
た

高
梁
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
ま

た
高
梁
に
来
る
よ
」、

そ
う
言
っ
て
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
っ
て
く
れ

る
方
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

　

�

金
かなもり

盛 友
ともひこ

彦隊員

米アリゾナ州から訪れリ
ピーターとなっている夫妻

ゲストハウス柔１階の共用
スペース

移住者交流会に移住希望者
が参加することもあります

　
ま
た
、
一
般
社
団
法
人
梁は

し

ク
ラ
ス
主
催
の
移
住
者
交
流

会
を
行
い
、
好
評
を
得
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
高
梁
市

へ
の
移
住
を
考
え
て
い
る
方

の
案
内
場
と
し
て
も
利
用
し

て
い
た
だ
き
、
私
が
こ
こ
で
体
験
し
て
い

る
事
を
ふ
ま
え
な
が
ら
地
域
の
こ
と
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
方
た

ち
が
こ
の
場
所
で
知
り
合
っ
て
い
く
様
子

を
見
る
の
は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
し
、
こ

の
場
で
の
出
会
い
が
そ
の
方
た
ち
の
人
生

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
柔
は
、「
地
域
と
世
界

が
つ
な
が
る
宿
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
こ
れ

か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
挑
戦
し
て
い

き
ま
す
。
お
近
く
に
来
ら
れ
た
ら
ぜ
ひ
一

度
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
、
あ
な
た
に
と
っ
て
も
居
心
地
の
よ
い

場
所
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

●
７
月
の
豪
雨
災
害
か
ら
３
カ
月
余
り
が

た
ち
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
が
望
ん
で

お
ら
れ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に

お
応
え
す
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
最
善

の
力
を
尽
く
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
８
月

に
は
復
興
対
策
課
を
立
ち
上
げ
、
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相
談
に
応

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
７
月
に

専
決
し
た
予
算
と
８
月
お
よ
び
９
月
議
会

で
の
予
算
を
合
わ
せ
て
約
90
億
円
の
災
害

関
連
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
早
期
の
執

行
を
図
り
、
1
日
も
早
い
復
興
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
こ
の
度
の
豪
雨
で
は
、
市
内

の
河
川
が
増
水
し
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
現
在
の
河
川
に
は
以
前
と
比
べ
て
明

ら
か
に
土
砂
が
堆
積
し
て
お
り
、
先
日
の

台
風
24
号
の
降
雨
の
際
に
は
、
河
川
の
増

水
に
よ
る
道
路
の
冠
水
や
水
道
施
設
へ
影

響
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
高
梁
川
な
ど

の
管
理
は
岡
山
県
な
の
で
す
が
、
先
日
国

土
交
通
大
臣
と
面
会
し
、
川
の
洪
水
な
ど

を
防
ぐ
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫な
ど
の
事
業
費
を
積
極
的

に
予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
入

れ
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
必
要

な
事
業
や
予
算
の
獲
得
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
以
前
は
燃
や
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て

い
た
雑
紙
で
す
が
、
８
月
か
ら
は
分
別
し

て
資
源
ご
み
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

我
が
家
で
も
ご
み
の
分
別
を
し
て
い
て
、

週
２
回
の
燃
や
せ
る
ご
み
の
日
に
は
45
ℓ

袋
を
１
袋
ず
つ
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
驚

く
こ
と
に
雑
紙
の
分
別
を
始
め
る
と
１
週

間
で
１
袋
に
も
満
た
な
い
量
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
資
源
を
生
か
せ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
雑
紙

の
分
別
は
、
年
間
３
億
円
弱
か
か
る
ご
み

の
収
集
経
費
の
削
減
や
ご
み
焼
却
炉
の
延

命
化
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
先
日
、
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の
誕

生
か
ら
50
年
を
記
念
し
た
映
画
の
製
作

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
主
演
の
渥あ

つ
美み

清き
よ
しさ

ん
は
も
う
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
が
、
こ

れ
ま
で
の
映
像
を
組
み
合
わ
せ
て
製
作
す

る
と
の
こ
と
。
そ
こ
で
、
備
中
高
梁
Ｐ
Ｒ

大
使
で
も
あ
る
倍

ば
い
し
ょ
う賞
千ち

え

こ
恵
子
さ
ん
に
連

絡
し
、
是
非
伯
備
線
を
走
る
Ｓ
Ｌ
の
姿
な

ど
高
梁
市
で
の
映
像
を
入
れ
て
ほ
し
い
こ

と
、
で
き
れ
ば
今
の
映
像
も
撮
っ
て
ほ
し

い
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

市長室
から

こ
ん
に
ち
は

20H30 (2018) 10 月



成羽病院通信 問成羽病院 ☎（42）３１１１

薬
の
服
用
時
間
に
つ
い
て

薬
局　
熊く

ま
も
と本　

行ゆ
き
と
し利

　

薬
を
服
用
す
る
時
間
は
、
主
に
「
食

前
」「
食
間
」「
食
後
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

食
前
は
食
事
の
20
分
か
ら
30
分
前
ま
で
、

食
後
は
食
事
が
終
わ
っ
て
20
分
か
ら
30

分
後
ま
で
、
食
間
は
食
事
と
食
事
の
間
、

食
事
が
終
わ
っ
て
約
2
時
間
程
度
経
過

し
た
状
態
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
、
食
後
は
最
も
多
い
服
用
時
間
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
食

べ
物
と
一
緒
で
あ
れ
ば
吸
収
が
良
く
な
る
薬
や
、
胃
が
か
ら
っ
ぽ
の
状

態
で
服
用
し
た
場
合
に
胃
を
荒
ら
し
て
し
ま
う
薬
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
服
用
時
間
に
は
そ
れ
ぞ
れ
意
味
が
あ
り
ま
す
の
で
、
決
め
ら
れ
た
服

用
時
間
を
守
る
こ
と
は
、
薬
の
効
果
と
安
全
性
の
点
か
ら
も
重
要
な
こ

と
で
す
。

　

成
羽
病
院
は
、「
地
域
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ
る
病
院
」

を
目
指
す
基
本
理
念
の
も
と
、
職
員
が
講
師
と
し
て
出
向
き
講
習
な
ど

を
行
う
「
出
前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
医
療
や
病
気
の
予
防
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
も

の
で
、
薬
剤
師
か
ら
も「
お
薬
を
服
用
す
る
上
で
の
注
意
事
項
」や「
お

薬
手
帳
を
携
帯
し
よ
う
！
」
な
ど
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
出
前
講
座
の
概
要
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
成
羽
病
院
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

健康づくり応援通信 ⑮ 問 健康づくり課 ☎（21）０２６７

特定健診を受診しましょう

　特定健診は、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目した健診です。

特定健診を受診した後、メタボリック判定や年齢などを総合的に判断し、生活習慣

病のリスクが高い人にはメタボリックシンドロームの予防・解消などに向けた「特

定保健指導」が実施されます。

北き
た
い井 

千ち
は
る晴

保
健
師

（
健
康
づ
く
り
課
）

特定健診のメリット
健康状態の把握　毎年１回の健診で健康状態を把握でき、生活改善につなげることができる
生活習慣病予防　病気のリスクや生活習慣病の予兆を発見でき、専門家による特定保健指導を受けることができる
医療費の抑制　　生活習慣病になり、医療費が家計を圧迫することを抑える

※すでに病気のレベルの人、また継続的に医療を受けている人は原則として医療機関による治療を受けます。

腹囲またはBMIで　　　　と判定

１．血糖に異常　２．血圧に異常
３．脂質に異常　４．喫煙歴がある

内臓脂肪蓄積リスク
肥満

＋

特定保健指導の対象者 特定保健指導の内容

追加リスク

動機付け支援追加リスクが１つ

追加リスクが２つ以上 積極的支援

健診結果で指導が必要となった人の支援の流れ
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５
さい

田
た な か

中 将
まさとも

智ちゃん
（玉川町玉）

１
さい

多
た が

賀 陵
りょうが

峨ちゃん
（成羽町星原）

５
さい

難
な ん ば

波 優
ゆうだい

大ちゃん
（有漢町有漢）

２
さい

竹
たけがみ

上 望
の あ

愛ちゃん
（成羽町成羽）

２
さい

三
み む ら

村 秋
あ き と

斗ちゃん
（落合町阿部）

１
さい

青
あ お き

木 ほのかちゃん
（落合町阿部）

１
さい

畑
はた

 陽
よ う き

貴ちゃん
（落合町近似）

２
さい

齋
さいとう

藤 誠
ま こ と

斗ちゃん
（落合町阿部）

６
さい

 大
お お く ぼ

久保 克
か つ み

海ちゃん
（落合町近似）

１
さい

真
ま の

野 陽
ひ な た

向ちゃん
（玉川町玉）

３
さい

日
ひ な

名 心
み さ き

咲ちゃん
（成羽町成羽）

１
さい

大
おおがき

垣 澪
みお

ちゃん
（御前町）

４
さい

大
おおがき

垣 理
り お

央ちゃん
（御前町）

10 月に誕生日を
迎えた子どもたちです

お誕生日

おめでとう！

３
さい

仲
な か ま

間 萌
ほ の か

果ちゃん
（落合町阿部）

５
さい

三
み む ら

村 勇
は や と

翔ちゃん
（落合町近似）

２
さい

藤
ふじもと

本 麻
ま り

凉ちゃん
（和田町）

５
さい

田
た な か

中 一
い ぶ き

颯ちゃん
（成羽町星原）

６
さい

和
わ く の

久野 誠
まこと

ちゃん
（落合町原田）

２
さい

縄
な わ て

手 椋
りょうた

汰ちゃん
（栄町）

４
さい

妹
せ の お

尾 朋
と も か

佳ちゃん
（原田南町）

６
さい

河
かわはら

原 心
こ は る

晴ちゃん
（原田南町）

２
さい

大
おおつか

塚 文
ふ み や

也ちゃん
（下谷町）
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送ってください　
次号（11月号）分の締め切りは10月25日（木）必着です

① 11月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住の
お子さんの写真に、お子さんの氏名（ふりがな）、性
別、生年月日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、
電話番号を明記して送付してください。市ホーム
ページでも応募できます。応募いただいた内容は、
広報たかはしのほか、市行政放送、市ホームペー
ジ、公式動画サイトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のも
ので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名

（ふりがな）・年齢・住所・電話番号を明記して投稿

してください。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕
    広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎（21）０２１０　　
　 hisyo@city.takahashi.lg.jp

嵐あ
ら
し

過す

ぎ 

ど
こ
に
居い

た
の
か 

赤
と
ん
ぼ 

青あ
お
ぞ
ら空

に
羽は

ね 

光ひ
か

ら
せ
て
浮う

く

雨
上
り 

こ
ん
こ
ん
こ
つ
と 

音
が
す
る 

こ
ヽ
ち
よ
い
音 

き
つ
ヽ
き
の
し
ら
べ

来
て
も
見
よ 

誰だ
れ

も
登の

ぼ
ら
ぬ 

う
ら
山
に 

ポ
ツ
リ
と
咲
い
た 

笹さ
さ

百ゆ

り合
の
花

古
稀
越
え
て 

幼
児
救
い
し 

無
私
の
人 

身
近
か
で
光
る 

地
上
の
星
よ

皺し
わ
深
き 

吾
が
手
の
甲
に 

見
入
り
つ
ヽ 

す
ぎ
に
し
歳と

し
の 

遥は
る
け
き
お
も
う

涼
や
か
な 

そ
よ
吹
く
風
に 

誘い
ざ
なわ

れ 

羽は

音お
と

や
さ
し
く 

蝶
が
舞
う

生せ
い
か
つ活

に
必ひ

つ
よ
う要

な
水み

ず
時
の
間
に
災さ

い
が
い害

を
大お

お
み
ず水

の
力
の
恐お

そ
ろ
し
さ
沁し

み
沁じ

み
と

戰
爭
と 

戰せ
ん
後ご

の
く
ら
し 

苦
し
く
て 

今
は
平
和
で 

し
わ
わ
せ
感か

ん
ず

天て
ん
さ
い災

に 
向む

き
合あ

い
交か

わ
す 

知ち

え恵
と
技わ

ざ 

仕し

き切
り
直な

お
し
よ 

地ち

域い
き

を
守ま

も
る

年と
し
取と

っ
て 
年ね

ん
き
ん
せ
い

金
制
度ど 

有あ
り
が
た難
や 

私
の
年
金 

雀す
づ
めの
涙 

ぴ
か
ぴ
か
の 

秋さ

ん

ま
刀
魚
が
焼
け
て 

食
卓
に 

湯ゆ

げ気
立
ち
昇
る 

ご
飯
ほ
く
ほ
く

人
の
な
き 

空
屋
の
庭
に 
彼
岸
花 

赤
く
咲
い
て
も 

ち
よ
っ
と
さ
び
し
い

人
の
和
は 

話
で
輪わ

を
つ
く
り 
思
い
や
り 

愛
を
忘
れ
ぬ 

心
の
鏡

か
が
み

ブ
ッ
ポ
ウ
ソ
ウ 

子
育そ

だ
てせ
ず
に 

帰
り
ゆ
き 
ツ
バ
メ
は
今
年 

姿
を
み
せ
ず

余よ

命め
い

な
き 

友と
も

の
姿す

が
た
を 

前ま
え

に
し
て 

心こ
こ

ろ
痛い

た
み
し 
何な

に
も
か
た
れ
ず

俳
句

大お
お
久く

保ぼ 

裕ゆ
う
子こ

さ
ん（
下
谷
町
）

短
歌

宮み
や
も
と本 

宮み
や
き
ち吉さ

ん（
川
上
町
七
地
）

三み

浦う
ら 

操み
さ
おさ

ん（
成
羽
町
中
野
）

坂さ
か
た田 

昭あ
き

夫お

さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

一ひ
と
ひ
ら片 

遊ゆ
う
し子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

小お

野の 

は
る
恵え

さ
ん（
原
田
南
町
）

田た
な
か中 

溫は
る

子こ

さ
ん（
成
羽
町
下
原
）

川か
わ
か
み上 

艶つ
や
こ子

さ
ん（
津
川
町
今
津
）

赤あ
か
木ぎ 

文ふ
み
子こ

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

池い
け

田だ 

利り

恵え

子こ

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

熊く
ま
本も

と 

金き
ん
太た

郎ろ
う
さ
ん（
中
井
町
西
方
）

桝ま
す
が
み上 

秀ひ
で
雄お

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

三み

浦う
ら 

数か
ず

馬ま

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

原は
ら
だ田 

由ゆ

き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

髙た
か
田た 

越え
つ
代よ

さ
ん（
宇
治
町
）

杼と
ち
や
ま山 

豊と
よ
か
ず一さ

ん（
中
井
町
西
方
）

染そ

め
あ
げ
る 

あ
た
り
一い

ち
め
ん面 

ひ
が
ん
花ば

な

妹せ
の

尾お 

昌ま
さ

美よ
し

さ
ん（
東
町
）

川
柳

パ
パ
マ
マ
を 

足
し
て
二
で
割
る 

通
知
表

市民のページ

市ホームページ

長寿おめでとうございます

森
もりした

下 ハル子
こ

さん

（小高下町）
井
いのうえ

上 一
ひ ふ み

二三さん

（南町）

　老人の日に合わせて、市内の女性最高齢者（森下
さん・１０９歳）と男性最高齢者（井上さん・１０１
歳）を副市長などが訪問し、長寿を祝いました。
　市内で１００歳以上の人は９月30日現在、53人（男
性７人、女性 46 人）です。
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人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３０，８１０ ー 2

男 性 １４，８７５ ＋ 9

女 性 １５，９３５ ー 11

世帯数 １４，５７０ ＋ 31
( 平成 30年９月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

問高梁地紅茶まつり実行委員会（産業観光課内） ☎（21）０２９９

　栄町商店街の発展と地紅茶の普及を目的に、市内の
高校生が主体となり「第７回高梁地紅茶まつり」を開
催します。

日時　10 月 27 日（土）午前 10 時 30 分～午後 3 時
場所　栄町商店街
内容　ステージ（手話歌、ダンス、備中神楽、吹奏楽など）
　　　出店（地紅茶カフェ、紅茶の足湯、高校生による出店など）

第７回 高梁地紅茶まつり

㉒

渡邉  真悠さん
わたなべ  まゆ 　　25 歳　成羽町成羽

　地元にある大
おおもとはちまん

元八幡神社で禰
ね ぎ

宜を勤めながら、
学習塾の講師としても働いている真悠さん。禰
宜になった理由は、「この神社は渡邉家が代々宮
司をしており、祖父や母も勤めていたので、私
も同じ道を進むことを決めました」とのこと。
　「お祭りのときなどに氏子さんが温かく迎えて
くださり楽しく仕事ができています。ただ、御
札を書くときはとても緊張します」と話す真悠
さん。
　高梁の好きなところを聞くと、「岡山弁を聞い
たり高梁の自然に触れたりするととても落ち着
きます。また、地元のお菓子屋さんの和菓子が
大好きです！」と笑顔。
　今後の抱負について、「この神社で地域の人が
交流ができ、人が集う場所になるように神社と
してできることを考えていきたい」と語ってく
れました。
※禰宜…宮司の下で働く神主のこと

▼
今
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
半
年
が
経
ち
、

そ
の
間
に
い
ろ
い
ろ
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、
そ
の
出
来
事
が
い
つ
の
こ
と
だ
っ
た

の
か
記
憶
が
少
し
曖
昧
に
な
っ
て
き
て
い
る

の
は
、
物
事
が
多
す
ぎ
た
た
め
な
の
か
、
年

齢
を
重
ね
た
た
め
な
の
か
。
多
分
、
前
者
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
込
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
７
月
の
豪
雨
災
害
は
し
っ

か
り
と
記
憶
に
残
っ
て
い
く
出
来
事
の
一
つ

で
す
が
、
そ
れ
も
年
月
と
と
も
に
曖
昧
に
な

っ
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
秘
書
広
報
課
で
は
災
害
の
記
録

を
後
世
に
残
す
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら

写
真
や
映
像
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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藤
森
基
隆
）

広
報
た
か
は
し
10
月
号
（
通
巻
168
号
）

　
　
　
■ 

編
集
と
発
行（
毎
月
15
日
発
行
）高
梁
市
秘
書
広
報
課

■
 〒

716-8501 岡
山

県
高

梁
市

松
原

通
2043　

電
話

0866（21）0210
■

 ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://www.city.takahashi.okayama.jp/

人　口 高梁いんふぉ
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に
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を
使
用
し
て
い
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す
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使
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し
て
い
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す
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